
２０２２年度在留支援のためのやさしい日本語ガイドラインに関する有識者会議委員

NPO法人 国際活動市民中心（CINGA)コーディネーター

新居（にい）みどり

在住外国人支援の視点から考える
「やさしい日本語」
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在留外国人支援の基礎講座
北海道における外国人支援の発展と協働を目指して



©2019 CINGA



■



東京都外国人新型コロナ生活相談センター（TOCOS）東京都外国人新型コロナ生活相談センター（TOCOS）

＜参考＞ TOCOS開設を伝えるNHKニュース
4



福岡市社会福祉協議会の窓口を訪れた申請・相談者約4千人の 大

半が外国人留学生で、15日も約380人が列をなした。感染予防と窓口

の混雑回避のため、市社協は専門学校や日本語学校に協力を要請。

郵送での申請を促し始めた。

2020/6/16 6:00 西日本新聞
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TOCOS報告書 https://www.cinga.or.jp/1114/ 20201年8月7日現在
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地域日本語教育

やさし
い日本
語

多言語支援

外国人
相談

・日本には政府による言語保障はない
・市民活動として日本語教室活動
・国際交流協会によって、日本語教師によ
る初期・基礎日本語教育が実施
・2019年 日本語教育推進法（議員立法）
・日本語教育は企業と自治体の責務
・地域の対話型活動と基礎日本語の両輪
・公認日本語教師へ

・1995年阪神大震災のころから注目
・東北大震災にて取り組みが強化
・2020年法務省がガイドライン作成
・メディア、自治体等で取組本格化

・非常時の情報伝達に有用
・通訳支援や多言語化とセットで
・マジョリティ側の意識変化を促す

・英語・中国語の対応から
多言語対応・遠隔対応が進む
・翻訳と通訳とやさしい日本語
・機械/タブレット/電話遠隔/対
面のメリット・デメリットを理解

・ワンストップ相談センター設置
・相談窓口を設置
・相談員とコーディネーター
・通訳・情報提供・相談対応傾
聴・調整
・社会資源とつなぐ
・専門家対応の必要性



地域日本
語教育

やさしい
日本語



•

11文化庁 https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/shokan_horei/other/suishin_houritsu/index.html文化庁 地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業
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国立研究開発法人情報通信研究
機構 ユニバーサルコミュニ
ケーション研究所
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1. 召し上がる

2. 土足厳禁

3. 高台へ

避難してください

1. 食べる

2. 靴をぬいでください

3. 高いところへ

逃げてください

A B



59.8

12.2

8.8

18.4

やさしい日本語がわかりますか

わかる だいたいわかる あまりわからない わからない



。
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1．意識するだけで話せる

2. 相手の日本語レベルを

みながら調整ができる

3. 消えて残らない

1. 組織内で使用する言葉を統

一する必要がある

2. 情報を取捨選択する必要が

ある

3. 消えずに残る
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外国人

相談

やさしい
日本語


